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積極的に表現する授業Qづくり
-音楽の授業を通して-
学習開発コース (10220915) 三 洋 和 沙
音楽科の授業における ｢表現｣に着目し,自分の内にある思いを,人の目を気にせず,
より楽しく存分に表現できるようにするための教師の手立てを研究する｡文献研究と授業
実践から,音楽科では① ｢表現｣と ｢鑑賞｣が常に一体化していること,②他者とのかか
わり合い,③基礎 ｡基本の定着の3点が大切であることが明らかになった｡ また,積極的
な表現を支えるのは,安心して心を開くことのできる集団づくりであると考えた｡
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1 問題の所在と方法
青年海外協力隊として赴任した途上国パラグ
アイでの音楽教育活動を通して,改めて日本の教
育に対する敵密な計画性と,ものの豊かさとを知
ることができたと同時に,日本の音楽教育との相
違点を感じた｡それは,授業の場においてより楽
しみたいとするパラグアイの児童と,楽しむより
も上手になることを優先する日本の児童との学習
姿勢の違いである｡国民性の違いと言ってしまえ
ばそれまでだが,授業を楽しんだ結果として表現
してよかったという満足感や達成感が残る指導方
法でありたいと考えている｡
そこで着目したいのは,音楽科の授業における
児童の "表現"に対する姿勢である｡日本の子ど
もたちの姿勢は,年齢を重ねるごとに消極的にな
る傾向があるように見える｡昨年中学校で音楽科
講師を務めていた際も,存分に表現しきれていな
いように感じた｡原因として,集団の中で,間違
いを恐れたり,恥ずかしがったり,自信がなかっ
たりすることがあげられるのではないだろうか｡
自分の内にある思いを,人の目を気にせず,より
楽しく存分に表現できるようにするためには,敬
師はどのような手立てを講じていく必要があるの
か｡先行研究から,身体表現を重視した授業,グ
ループ活動で仲間との関わりを重視した授業,導
入を工夫して子どもの授業に対する関心 ｡意欲を
高めようと試みる授業の実践を知り,これらの教
師の手立てが,子どもたちの積極的な表現に繋が
るのではないかと考えた｡安心して心を開くこと
のできる集団づくりが積極的に表現することを支
えていると考える｡これは音楽科のみに関わらず,
他教科でも共通して言えることだろう｡
2 先行研究の検討
(1)子どもの満足感
真鍋 (1994)は,｢音楽の授業においては,表
現したいという想いを持たせ,安心して表現でき
るよう配慮し,表現してよかった満足感を残すこ
とが大切｣と述べている｡そのために,①子ども
の考えや世界を大切にする｡②表現が平気になり,
表現したいという意欲を持たせるようにする｡③
表現したいことが,聴き手に伝わる方法を身につ
けさせる｡という3つの事を授業の柱として,｢教
師に向かって表現できなくても,友人同士になら
自己表現できることを大切にしたい｣としている｡
このようなベースのもとで行われる授業は,子ど
もに安心感と必要感を持たせ,積極的な表現を引
き出す｡また,｢表現｣は音楽を経験する領域の一
つであり,音楽の授業の核となる活動である｡子
ども主体の真鍋の提案は,音楽科の基本理念その
ものであると考える｡
(2)｢表現｣と ｢鑑賞｣
塩野 (1987)は,｢受信側の視点の重要性-の認
識が,現在の音楽科教育において欠落しているの
ではないか｡『鑑賞』という受信行為なくして 『表
現』という発信行為は意味を成さない｡広義の『鑑
賞』という行為を経て,はじめて 『表現』という
行為の価値判断が成立する｡表現には必ず『鑑賞』
という立場が存在するのであり,他者の表現を受
容し,感動し,吸収しようとする柔軟な発想と姿
勢が育成されていなければ,自己表現の価値を失
ってしまう｡技術面とともにそれを受容する感動
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面の体系化にも目を向ける必要がある｡｣と言って
いる｡表現と鑑賞は常に一体であり,相互理解が
ベースとなっている｡表現者のみでは成り立たな
いものなのである｡そうすると,い かに表現する
側と受け取る側からなるより良い集団づくりが重
要なのかがわかる｡
また佐藤 (1994)は,自らの授業実践を通して,
次のことを述べている｡｢声を出す,口を開けるこ
とは自然なことであるが,学年が進むにつれて,
勇気が必要になる｡自分の想いをそのまま声に出
して表現できる喜びと友達と声を合わせる喜びを
感じさせたい｡｣小谷 (1994)も,｢一人一人の声
を認め合うことがなければ,個々の心が開かれた
表現とはいえないし,集団に埋もれた心では,坐
き生きとした表現はできない｡子どもたちが一人
一人の表現を認め合い,自分の個性をクラスの中
で発揮していくことが大切である｡｣と述べている｡
関連して,多くの論文で,ペア学習やグループ学
習の "｢表現｣と ｢鑑賞｣によるかかわり合い"の
特性を活かした授業展開を提案していることに気
付いた｡ミニコンサートの設定やグループ学習を
設けて形態を工夫し,子どもが主体的･創造的に
活動できるような工夫がポイントとなってくる｡
(3)かかわり合うことの大切さ
小谷は,｢教師と児童,児童同士の信頼関係は,
学習に対する意欲に大きく影響する｡教師もワン
フレー ズを演奏する際には本気で演奏することを
心がける｡そうして子どもたちも本気で聴こうと
する｡そのような積み重ねから,教師と児童,児
童同士の信頼関係と心の響き合い･結びつきが生
まれる｣と述べている｡表現者と鑑賞者の中に信
頼関係が無ければ,豊かな表現に意欲的に取り組
むことは難しいと考える｡
(4)基礎 ･基本の必要性
そのような活動をより充実させるために,多く
の論文で,基礎 ･基本を身につけさせることが必
要であると述べられている｡学習指導要領には教
科の目標として 『表現及び鑑賞の活動を通して,
音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育てる
とともに,音楽活動の基礎的な能力を培い,豊か
な情操を養う｡』という記述がある｡解説によると,
｢音楽活動の基礎的な能力｣ とは,生涯にわたり
児童が楽しく音楽と関わっていくことができるよ
う,小学校の段階ではぐくんでおきたい表現及び
鑑賞の活動に必要となる音楽的な基礎的な能力の
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ことを意味している｡児童が思いや意図を持って
歌ったり演奏したりする能力,感性豊かに鑑賞で
きる能力のためには,直接的な音楽体験を通して
音楽の諸能力を身につけるようにすることが大切
であるとされている｡また桂も (1987),｢いきな
り楽曲の持つ魅力に頼ったような授業は,児童 ･
生徒の照れを誘発するようなものになりかねない｡
基本的な簡単なものから,心豊かに楽しむところ
から出発する必要がある｡｣と言っている｡子ども
たち自らが ｢どのように表現したいか｣また ｢そ
のためにはどうすればいいのだろうか｣ と考え,
必然的に技能面を身につける必要性が生まれてく
るはずである｡これらのことから,基礎 ･基本を
子どもたちが進んで身につけるような方法で,短
時間でも継続していけるような工夫がポイントと
なってくると考える｡
3 実践と結果 (明らかになったこと)
(1)山形県内A小学校での実践結果について
① ｢表現｣と ｢鑑賞｣
歌唱 『夕やけこやけ』を教材とし,グループ活
動を通して了聴く人が様子を思いうかべることが
できるように工夫して歌おう｣という題材で授業
実践した｡4-5人の少人数グループで活動を行わ
せた｡グループでの活動により,互いの想いを認
め合い尊重し合いながら,音楽という形にしてい
こうと一生懸命に考える姿が見られた｡(写真1)
写真1.グループ活動の様子
さらに,グループの成果を発表し,聴き合うこ
とで,表現の仕方や考え方は多様であることを知
り,発表したいと挙手する子どもが多かった｡子
どもの中には ｢楽しかった｣という感想を書いて
くれた子どもが複数いた｡この感想からも,聴き
手を意識した表現活動,聴き合う活動が子どもの
表現に対する意欲を引き出すと考える｡
また,子どもたちの歌う姿勢や態度,歌声に明
らかな変化があった｡前半に歌ったときは,メロ
ディー重視で元気な歌声が響いた｡一方,活動後
に歌ったときは,自然に体を揺らしながら,表情
も大変豊かで,強弱に気をつけた美しい頭声発声
が教室に響いた｡音楽で想いを伝えたいという気
持ちが表現に繋がった結果だろう｡
しかし,聴き合う活動について配慮が必要であ
るとも感じた｡それは,全員が同じ活動,同じよ
うに発表できる時間を十分に設けることである｡
聴き手を意識させた活動であるならば,全員が発
表を通して達成感 ｡成就感を味わうことができる
ようにしたい｡全員が同じ活動を行うということ
は,児童の表現に対する恥ずかしさやためらいも
和らげると考える｡
②他者とかかわる力
積極的に表現できるようにするためには,他者
に心を開き,仲間としてのつながりを高めること
が必要である｡そこで導入時に,他者とかかわる
力をつけるために 『手拍子まわし』を行った｡ こ
れは,全員で一つの輪になり,ひとり一発ずつ,
順に手を打ってリレー していくものである｡気持
ちよく授業に参加できるようにするためには,導
入部分で工夫ができるのではない かと考えたから
である｡子どもたちは笑顔いっぱいで仲間とのかか
わりを楽しんでいるようだった｡ 手拍子まわしが
成功した際は,学級全体で飛び跳ねて喜んだ｡仲
間と一つのことを成し遂げた一体感を感じ,仲間
とかかわることの喜びを心から感じた姿だろう｡
その後の授業でも継続して元気に歌う姿が見られ
た｡
(2)山形県内B小学校での実践結果について
①身体表現の有効性
一教材名 :『バー ドウオッチング』-
歌唱に身体表現を加えた活動で,うまく歌えな
い ｡踊れないながらも,どの子どもたちの表情も
生き生きとしていた｡音楽活動を存分に楽しんで
いる様子が伺えた｡友達とみんなで同じ動きをし
ながらの活動では,どの子も恥ずかしがらずに,
上手い ｡下手にこだわらずに楽しんで活動してい
た｡
②基礎 ｡基本の必要性
教ー材名 :｢エーデルワイス｣(器楽)
全員の前に立ち,リコーダーの指遣いを実際に
やって見せながら ｢歌詞で歌う-階名唱で歌う-
階名唱をしながら指遣いの練習-実際にゆっくり
リズムをつけずに吹いてみる-ゆっくりとリズム
をつけて吹く-曲に合った速さで吹く｣といった
プロセスを,曲を短く区切りながら行った｡粘り
強く活動についてきた子どもたちは,スムーズに
楽曲全体を吹くことができるようになった｡ 階名
や指遣い,リズム等の基礎 ｡基本をしっかりと身
につけさせることが,表現することを楽しむため
には必要であることが分かった｡しかし一方で,
練習の途中の段階で飽きてしまう子どもも少なく
なかった｡A児は普段から好ましくない行動を起
こしがちな児童であったが,リコーダーで新しく
習う 『ェ-デルワイス』の指遣いの練習では,敬
り組む前から ｢できない｣と言って練習をしぶる
様子が見られた｡音楽に対する苦手意識や練習の
煩雑なイメージの改善には課題が残った｡
4 考察
(1)聴き合い ｡表現し合う
表現は "自己表現"であるが,それは聴き手が
いてこそそこに価値が生まれ成り立つものである｡
｢聴き手｣を意識した活動では,｢聴かせたい｣｢想
いを伝えたい｣という気持で,子ども自身が必要
感を持って取り組むことができると考える｡
(2)他者とのかかわりを大切に
『手拍子まわし』の活動では子どもの喜ぶ姿が
多く見られた｡(写真2)仲間とのかかわりが楽し
い,安心できると思える集団では,表現する意欲
や仲間と認め合おうとする意識が高まり,より積
極的な表現に繋がるのではないだろうか｡
写真2.導入時のかかわり合いの活動
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また,これまでの経験からも考えると,導入で
既習曲を歌う際に身体表現を加えたり,ペアやグ
ループでの表情の確認や心を合わせて歌えるよう
な活動など,一般的なウオーミングアップの活動
を工夫することで,他者とかかわる力をつけるこ
とに繋がるのではない かと感じ,導入部分の工夫
による効果の可能性を感じた｡
(3)基礎 ･基本の定着のために
リコーダーの指導で,スモールステップで基礎
からしっかりと練習に取りくんだ子どもたちは,
曲が完成に近づいてくると,演奏を楽しみながら,
より表現を深めるためにタンギング等の技能習得
に積極的に取り組んでいた｡基礎 ･基本が身につ
いていると,表現の楽しさをより感じることがで
きることがわかる｡
5 到達点と課題
これまでの研究及び実践の結果から,音楽科の
授業において積極的に表現するために必要なこと
は,① ｢表現｣と ｢鑑賞｣が常に一体化している
こと,②他者とのかかわり合い,③基礎 ･基本の
定着の3点であることが明らかになった｡しかし,
実際に授業をしてみると,以下の実践に関わる課
題があると感じた｡
(1)基礎 ･基本の定着と個人差-の対応
特に技能が必要となる活動においては,練習の
継続や気持ちの面での粘り強さも要求され,技能
面での個人差は顕著に表れる｡さらに,歌唱表現
においても,より豊かな表現のために技能や知識
が必要となってくる｡そのような背景から,音楽
に対して苦手意識を持ってしまう子どもも少なく
ない｡一方,個人的に音楽を習っている子どもに
とっては,個人差のある集団が対象である学校の
音楽の授業は,物足りなく感じてしまうかもしれ
ない｡音楽科特有の技能習得に伴う意識も,表現
-の消極的な姿勢の原因となっているのではない
だろうか｡
これらを打開するために,またより豊かな表現
活動を積極的に行うためには,基礎 ･基本を身に
つけることが必要となる｡無理なく楽しく基礎 ･
基本を定着させるためには,憧れを抱かせるよう
な動機づけや,スモールステップによる無理のな
い日々 の指導が重要であると考える｡それが子ど
もの自信と意欲につながり,積極的な表現のため
に必要な土台となると考える｡実践場面における,
具体的な基礎 ･基本を定着させる指導の研究を深
めていきたい｡
(2)教師のはたらきかけ
子どものつぶやきや気づきは,集団全体で学び
を深めるチャンスである｡このつぶやきや気づき
を,教師がどう捉え,全体にフィードバックして
いくかで,子どもの成長が大きく違ってくる｡ま
た,それは互いの考えや意見について集団全体で
考えていく時間にもなり,互いを認め合ったり助
け合いながら,かかわりづくりや人間関係構築に
大きく関わると考える｡教師の適切なはたらきか
けにより,子どもの自己肯定感を育てたい｡そう
して ｢間違ってもみんなが認めてくれる｣｢一緒に
考えてくれる｣ という安心感を持ち,積極的な表
現-とつながるだろう｡
今年度の研究で知識として分かったこれらの
成果が,実践の場面でできるようにすることが次
年度の課題である｡
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